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町
長
就
任
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
に
」
 言
 ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
度
の
町
長
選
挙
は
、
ク
リ
ー
ン
な
 町
 政
へ
の
期
待
と
岡
垣
町
の
名
誉
回
復
を
か
 ナ
 
）
 
@
 
・
 

重
要
な
選
挙
で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
 の
 付
託
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
町
政
  
 

の
 役
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

私
が
町
政
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
 、
 最
も
 心
 が
け
た
い
こ
と
は
、
「
常
に
町
民
の
視
 線
 

ら
み
た
行
政
に
取
り
組
む
」
こ
と
で
す
。
 そ
の
た
め
に
は
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
 実
 付
 し
 

い
 と
考
え
ま
す
。
 

一
 つ
 目
は
・
信
頼
回
復
に
向
け
た
制
度
の
 制
定
で
す
。
身
近
な
行
政
と
す
る
た
め
に
  
 

報
公
開
条
例
、
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
か
 ら
 、
事
業
説
明
責
任
制
度
の
制
定
ま
で
 取
 0
 組
 

を
 進
め
ま
す
。
 

二
つ
目
は
、
地
方
分
権
に
対
応
し
た
行
政
 0
 組
織
体
制
整
備
で
す
。
五
年
・
十
年
先
 を
 

据
え
た
課
題
を
先
取
り
し
、
行
動
を
起
こ
 す
こ
と
の
で
き
る
組
織
体
を
確
立
し
ま
す
  
 

 
 

三
つ
口
は
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
行
政
 の
 推
進
で
す
。
地
域
づ
く
り
は
 

ぬ
 域
に
住
む
皆
様
が
主
役
で
す
。
こ
の
町
 の
 将
来
を
 、
 夢
を
 、
 常
に
語
り
 

合
 い
 た
 い
と
思
 い
ま
す
。
 

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
予
想
以
 L
 の
 早
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
 

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
 、
資
源
循
環
型
社
会
の
到
来
と
 

ぬ
 方
分
権
が
絡
み
、
岡
垣
町
も
課
題
が
山
 横
 し
て
い
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
 

着
実
に
 、
ニ
ド
 
、
世
紀
の
新
し
い
ま
ち
づ
 
く
り
に
向
け
て
取
り
組
む
決
意
で
す
。
 

ど
う
ぞ
今
後
と
も
、
「
住
民
と
行
政
の
協
 働
 に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
向
け
 
て
 

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
 ま
す
。
 

見 み情 たか 取た 
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 回
の
教
育
ロ
ー
ン
 

 
 

一
日
個
別
相
談
会
 

国
民
生
活
金
融
公
庫
八
幡
支
店
 

と
き
 
2
 周
凶
日
（
月
 -
 
午
前
川
 

時
か
ら
午
後
 3
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
役
場
 一
 0
 
一
会
 舐
窒
 

融
資
対
象
高
校
・
短
大
・
大
学
 

中
門
学
校
な
ど
に
入
学
、
在
学
し
て
 

い
る
人
の
保
護
者
 

融
資
額
学
生
一
人
に
つ
き
・
一
百
万
 

 
 利

率
年
利
二
・
四
Ⅱ
 

返
済
期
間
㏄
 年
 以
内
 

持
っ
て
く
る
も
の
 
0
 実
印
 0
 世
帯
 

全
日
の
住
民
票
 0
 年
収
ま
た
は
所
得
 

額
を
証
明
す
る
 苫
糊
 

問
い
合
わ
せ
国
民
生
活
金
融
公
庫
 

八
幡
山
茶
店
 呑
 6
4
1
 
１
 7
7
1
5
 

へ
 

あ
な
た
の
身
近
に
い
 な
 せ
ん
 ガ
 

青
少
年
の
善
行
表
彰
：
 

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
 

吉
 Ⅲ
 滋
青
 少
年
健
全
育
成
基
金
事
 

業
 の
一
環
で
、
何
年
青
少
年
の
蓋
 肘
 Ⅱ
 

為
に
対
す
る
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

資
格
あ
な
た
の
地
域
の
小
・
中
 

高
校
生
で
、
次
に
あ
た
る
個
人
ま
た
 

は
 団
体
。
 

㈹
，
人
命
救
助
や
こ
れ
に
類
す
る
付
ゐ
 

 
 

長
期
に
わ
た
っ
で
行
っ
て
い
る
 ボ
 

ラ
ン
デ
ィ
ア
活
動
 

③
 部
 所
動
な
ど
の
対
外
活
動
、
コ
ン
 

ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
若
し
い
 成
 

果
 を
あ
げ
た
 人
 

ガ
 

 
 

 
 

 
 

④
そ
の
ほ
か
模
範
と
な
る
行
為
 

ノ
ス
 
の
取
れ
た
食
事
の
学
習
 と
、
調
 

申
し
込
み
社
会
教
育
課
社
会
教
育
理
す
る
，
 
」
と
の
楽
し
さ
を
経
験
し
で
 

係
 や
各
小
・
中
半
 校
 に
置
い
て
あ
る
・
も
ら
う
、
 
）
と
を
目
的
に
、
男
性
料
理
 

推
兜
廿
に
 必
要
事
項
を
記
入
し
、
 

2
 
-
 
教
室
を
開
き
 ま
す
。
 

包
 ・
 
J
 を
眠
っ
た
こ
と
が
な
い
人
も
 

H
 
盤
回
天
 こ
 ま
で
に
社
会
教
育
課
 社
 

余
教
 ぷ
 
H
 係
へ
 
提
出
し
て
く
だ
き
い
。
大
歓
迎
で
す
 

参
加
し
で
 み
 

氷
 自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
て
く
だ
さ
い
 

の
 参
加
を
お
 

た
 、
審
査
結
果
の
辿
 絡
 お
よ
び
表
彰
待
ち
し
で
 ぃ
 ま
す
，
 

式
は
 3
 月
に
行
 う
 予
定
で
す
。
 

と
き
 2
 Ⅱ
㌶
巨
水
 一
 
T
 前
托
 

問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
社
会
教
時
か
ら
午
後
 1 時
ま
で
 

と
こ
ろ
い
こ
い
の
単
調
理
研
修
室
 

育
 係
へ
 

 
 

対
象
㈹
 版 以
上
の
児
性
 

網
理
 を
し
て
み
ま
せ
ん
 

持
っ
て
く
る
も
の
エ
プ
ロ
ン
 

男
性
料
理
教
室
 

 
 

参
加
費
無
料
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

申
込
締
切
 
2
 円
け
日
一
十
一
ま
で
 

普
段
、
台
所
に
立
つ
ご
と
の
少
な
申
し
込
み
・
 
問
 い
 合
わ
せ
社
会
 袖
 

ぃ
 ㏄
 鞭
 以
上
の
男
性
に
、
栄
養
バ
ラ
 

-
 社
協
 訊
 会
へ
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す
る
、
大
切
な
届
け
で
す
。
 

現
況
 届
の
 ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
と
き
は
、
福
祉
課
福
祉
  
 

 
 

 
 

な
お
、
現
況
 届
は
 、
毎
年
一
回
受
給
者
の
誕
生
月
の
初
  
 

に
 、
社
会
保
険
庁
か
ら
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
現
況
届
の
提
出
期
限
は
 、
 ご
本
人
の
誕
生
月
の
 木
日
ま
で
と
 

て
い
ま
す
，
 

も
し
提
出
さ
れ
な
い
と
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
年
金
の
支
 
払
 い
が
 二
 

し
 止
め
さ
れ
で
し
ま
い
ま
す
，
提
出
さ
れ
れ
ば
一
時
差
 
し
 止
め
さ
れ
 
-
 

た
 年
金
も
併
せ
で
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
出
し
忘
れ
で
  
 

で
も
早
急
に
提
出
さ
れ
る
よ
 う
 に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

七
人
 院
 な
と
の
理
由
で
、
ご
本
人
が
現
況
届
を
提
出
で
 
 
 

 
 

で
、
ご
本
人
に
代
わ
り
親
族
の
人
が
記
入
さ
れ
る
と
き
 
 
 

名
欄
 」
に
記
入
し
た
人
の
氏
名
、
受
給
権
者
と
の
 
拘
係
 、
住
所
と
千
号
 

号
 を
記
入
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
特
別
支
給
の
老
齢
暉
生
年
金
受
給
権
者
の
㏄
 
歳
 到
達
に
よ
 
-
 

齢
 年
金
の
裁
定
請
求
 古
は
 、
市
町
村
長
の
証
明
が
必
 要
 と
な
り
ま
す
か
 

お
岡
 違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
，
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け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
 

Ⅰ
 ん
仔
 
陣
刀
い
 

 
 

A
 
 
者
が
引
き
続
き
年
金
を
受
現
況
 

届
は
 
、
年
金
受
給
 

れ
 Ⅴ
。
 緩
 い
 M
 Ⅰ
パ
ヒ
川
田
Ⅳ
 

た
 ：
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
ら
ど
う
な
 

る
の
で
し
ょ
う
か
，
年
金
は
も
ら
え
 

な
く
な
る
の
で
す
か
。
 

現
況
届
は
期
日
ま
で
に
提
出
し
ま
 し
ょ
う
 !
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就職を希望する 学生の皆さんへ 

福岡県大学等合同会社面談会 
合午 (7) 。 ， 1 月 !: 大学や短期大学、 而 ， "F 

由 Ⅱ学校、 中 修 ， ギ : 校などを卒業 }; だけ   ) 
入や、 昨年。 ， 1 Ⅱに卒業した 人を対 蜘こ 、 

地元企業との 合同公社面談会を 開催し 

ます， 
県内に就職を 希望ずる ヅ     生の甘さん、 

ぜ びご参加ください 
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一般的に日本の 物価は、 万一ストラリ ア より高く平均の 給 
4  料も高いのですが・それを 考慮しても日本では 野菜と果物が 

-  非常に高いと 感じます。 
    、 ダ   オーストラリアのスーパ 一では、 野菜などがたくさん 置い 

てあ って、 自分で好きな 尾を取ります。 値段はいつもは」が 

  
何， 。 かで、 圭を計ってから 値段を決めます。 

次の値段は、 オーストラリアと 日本の普通のスーパ 一で調 

  べました。 為替相場は毎日変わっていて、 今は方 一 ストラリ 
アの l' ルが 日本円で 64 円ぐらいですけど、 次の計算は l           

円でしました。     
ヴ 一の国際 究流 ～       

オーストラリア 人もあ 柴を食べます !                                 
日本に来てからご   飯を食べられるかよく 聞かれます。 

66 ㌣ 二 46 円 l25 円 

「好きです。 オーストラリアでもよく 食べます。 」と返事を         Qf ㌣ 二 69 円 384 円 

します。 「ええ っ 、 パン じ やないんですか。 」と、 あ んなはと ; 十リ 「   1 l 胆ノ 20 ㌣ 二 l4 円 50 円   
てもびっくりします。 l'"QQ じ二 ㍑ 9 円 ㏄ 0 円 

l' 、 ル 30G. ノ二 97 円 275 円 
日本は、 オーストラリアの 米を輸入しているということに         

もっとびっくりします。 日本のスーパ 一では日本の 米しか売っ         
l 。 ， ・， QClF" 二 l3Q 円 l58 円 

ていま亡んが、 オーストラリアの 米はレストランなどでよく         なピ 、 こんなに高いの ? と驚いてしまいます。 

使われているそうです。 
      「オーストラリアの 有名な料理は 何 ? 」ということもよく 

オーストラリアでは、 米を全然食べない 人もいるかもしれ ; 間がれます。 オーストラリアの 料理も日本と 同じでいろいろ 
ませんが、 ほとんどの 人は 私の家族のように 週に 2 ～ 4 回夕       な国の影響を 受けています。 

食 でご飯を食べています。       パスタでピ ザ などほイタリアがら、 そしてカレーはインド 

米の種類もたくさんあ ります。 ロン ウ ・クレイン ( 長い )        がら、 ワテ一は マレーシアの 食べ物で、 世界の料理がにくさ 

やショート・クレイン ( 短い ) もあ るし、 ホワイト・ライス         んあ ります。 
( 白い米 ) やプラウン・ライス ( 茶色 米ンや ジャスミン・ライ         「一番有名なオーストラリアの 料理は、 パブローバという 
ス などたくさんあ ります。         メレンゲ み 亡いな テ ザートだと思います。 あ とはミート・ パ 

アジア系の人は、 日本人とだいたい 同じように米を 炊きま         イや タンパー ( パンの種類 ) もあ りますよ。 」と答えます。 
す。 私の家族ほとりあ えず米を洗わないで、 お湯で煮て、 で         これ以上 " オーストラリアの " と言える料理があ まりない 

きてがら水を 捨てます。 ご飯はぱらぱらで、 もちろん箸では ; のが寂しいのですが、 今度のワールド・キッチンで は方 一ス 
なくて フ オ一つで食べます。         トラリアでよく 食べる簡単な 家庭料理を紹介しにいと 考えて 

        いますので、 ビひ 参加してみてください。 ノ 
パンの話にもどりますが、 オーストラリアでパンは 朝のト一 

" 釜 
  

スト、 または昼のワンドイッチなどではよく 食べるけど、 タ hat ， s@ HAPPENING? 

食としてはあ まり食べません。 世界の料理に 挑戦しましょう ! 
夕食はジャガイモ か米か パスタをよくします。 けれども、 

日本に来て 、 例えばジャガイモもご 飯もいっしょに 食べるこ 
とにちょっとびっくりしました。 
パスタ、 米、 ジャガイモ ほ 全部炭水化物があ るから似てい 

る物で、 オーストラリアでは 食事にどれか 一つしが食べない 
のが普通です。 

「毎日、 オージー・ビーフを 食べているでしょう ? 」もよ 
く聞かれます。 確かに日本人よりオーストラリア 人は牛肉を 
食べると思います。 でもほがの 肉 、 豚肉、 チキン、 羊の肉、 
魚なども食べます。 

私の家族の場合、 毎日違う 肉 ; 魚 ) を食べるようにしている 
から、 牛肉が多くても 週に 3 一 4 回しが食べないと 思います。 

普段に食べる 食事は、 パスタノ米メジャガイモ 干肉 ノ京千 
野菜です。 

オーストラリアでは、 野菜と果物がとても 安くて亡くさん 
食べます。 日本に来て一番びっくりしたのは、 米と野菜の値 
段でした。 

ン
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オ
み
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ワづ 肪が・ ヰトヴう串ソ 

福岡市の国際交流 員 メリッサといっしょに、 オース 
トラリアの料理を 作りましょう。 
今回のメニュー は 、 パスタと野菜料理です。 デヴ一 

ト は 、 だれでも簡単にできるケーキです。 

料理を作ったり ，食べたりすることに 興味があ る人   
は、 ぜひ参加してみてください。 

と き 3 月Ⅱ 日 ( 日 ) 午前Ⅱ時から ～午後 3 時まで 
ところ 中央公民館調理室 
持ってくる物 工フロン 
定 員 30 人 
参加費 500 円 

申込締切 3 月 7 日 ( 水 ) 

申し込み・問い 合わせ 

  岡垣 国際交流協会 容 282.0M9 へ 
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